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1. はじめに   

　私たちは,ある物事を説明する方法として多くの修辞技法
を用いる .その中でも他の事柄に見立て ,喩える表現である
比喩には字義通りの表現では伝達できない情報を表現し,相
手に詩的・審美的効果を喚起する機能がある[1].そのため,

人の情動に影響を与える文学作品などの情緒的な文章が多
く見受けられる作品の中では,比喩は文章に深みを与える重
要な表現方法として多く用いられている.

　しかし,比喩の生成には個人が持つ情緒的・感覚的意味が
根本となっている.そのため,喩える語（喩辞）の探索におい
てどれだけ豊富な語彙を持っているかを含め,個人が保持す
る意味構造の違いが比喩生成の個人差を規定すると指摘さ
れている[2].

　そのため ,私たちがあるものごとについて説明するとき ,

比喩が持つ効果を十全に生かすことができる適切な喩辞の
選択ができない可能性がある.

2. 関連研究と目的 
　前章で示した可能性に対し,電子辞書を用いた比喩を含む
文章作成支援システムが提案されている[3].このシステムで
は ,ユーザが入力した文章から対象（喩えられる語：被喩
辞）と観点（表現したい特徴）を抽出し,それに基づき喩辞
の候補を提示するとともに,喩辞候補に関連する新たな特徴
を提示する.しかし,このシステムでは電子辞書に基づき候補
となる喩辞の推定を行なっていることから比喩として不適
切な候補が出力されてしまう可能性があるとともに,通常用
いられる喩辞が提案されないといった問題が残されている.

　一方,Web上から収集された比喩を含む文に基づく比喩生
成が試みられている[4] .この先行研究では,入力単語（被喩
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辞）かつ「に例え」「のような」を含む文を抽出し,係り受
け解析を行うことで文における喩辞を候補とする.その候補
に対して京大格フレーム[5]を利用し,入力単語に関わる動詞
群と喩辞に関わる動詞群の重複数を関連度として取得し,数
値の高いものを喩辞として比喩の生成を行なった.しかしこ
の方法では「表現したい特徴」が考慮されていない.

　また,日本語インフォ[6]や比喩表現辞典[7]等,文学作品に
用いられている比喩表現が収集されているが,被喩辞,表現し
たい特徴を考慮した柔軟な検索が可能なシステムは提案さ
れていない.

　そこで,本研究では「ような」「ように」により比喩であ
ることが明示される直喩を対象として,(1)文学作品から「よ
うな」又は「ように」を含む文を収集し,係り受け解析によ
り被喩辞 ,喩辞 ,表現したい特徴を抽出することで比喩表現
データベースを構築し,(2)このデータベースに基づく比喩生
成支援システムを提案する.また,本研究で提案するシステム
では,入力された比喩を含む文の被喩辞,喩辞,表現したい特
徴の抽出を行うことで喩辞の代替案の提案が可能なシステ
ムの構築を目指す.

図 1　データベース作成の概要 

Figure 1　Overview of database creation. 

3. 比喩生成支援システム
3.1. 比喩表現データベース 
　本研究では比喩生成支援システムを構築するにあたり,比
喩表現が実際に使用されている文を収集することで比喩表
現データベースを作成した(図1).聞き手に詩的・審美的効果
を喚起する比喩の機能を重視し,本研究では情緒的な文章が
多く見受けられる文学作品から比喩を収集し,比喩表現デー
タベースを作成した.対象を2005年9月12日時点での青空文
庫内の新字新仮名の作品(約160Mb)[8]とし,対象作品から
「ような」「ように」をキーワードとして比喩を含む文を
収集した.また,それらの文に対して日本語係り受け解析器
CaboCha（以降「CaboCha」と記す）[9]を用いて係り受け
解析を行い,各単語間の係り受け関係を明らかにし,被喩辞,

喩辞,表現したい特徴（文中の被喩辞の特徴を表している単
語）を抽出した.この時,抽出は文単位で行い,1文を改行もし
くは句点を一区切りの文とした. 

　また,日本語分類語彙表[10]の分類項目に基づき喩辞とし
て適さない語（「こそあど他」「数記号（一二三）」「挨

拶」「われ・なれ・かれ」「鳴き声」に含まれる685語）
を喩辞として持つ文を削除した .その結果 ,「ように」を
キーワードとして持つ8546文,「ような」をキーワードに持
つ10663文,計19209文を抽出することができた. 

　作成したデータベースの項目は,「取得番号」「本文」
「キーワード（「ような」または「ように」）」「喩辞（本
システムでは名詞のみに限定）」「被喩辞（名詞）」「被
喩辞の修飾語」「状態を示す語」「状態を示す語の修飾語」
「副詞」とした.「被喩辞の修飾語」「状態を示す語」「状
態を示す語の修飾語」「副詞」の4項目を表現したい特徴
として扱うこととする. 

3.2. 比喩生成支援システム
　本支援システムでは書き手が支援システムの入力画面か
ら比喩を含む文を入力し,喩辞の代替案を検索する「文探
索」(図2)と,被喩辞と表現したい特徴から喩辞の候補を検
索する「部分探索」(図3)の2つの検索方法を用意した.シス
テム使用者は使用用途に即したどちらかの検索方法を選択
する必要がある. 

　文探索の場合,テキストエリアに入力された比喩を含む文
（例：「彼女の手は白磁のように白く綺麗であった.」）に
対してCaboChaを用いて係り受け解析を行い,被喩辞,表現し
たい特徴として被喩辞の修飾語,比喩で表現されている状態
を示す語,状態を示す語の修飾語,副詞を要素として抽出す
る（例：キーワード「ように」,喩辞「白磁」,被喩辞「彼
女の手」,表現したい特徴「白い」「綺麗」）.喩辞が思い
つかない場合,喩辞を「＊」と入力することで同様の結果を
得ることができる.抽出された語句から,被喩辞または表現
したい特徴として同じ語句を1つでも含む文を比喩表現デー
タベースから検索し,検索された文の喩辞を代替案,本文を例
文として出力する.加えて,同じ喩辞を含む例文数の多いもの
から降順に喩辞と例文の個数を出力する(図4).加えて,例文
は出力画面内の喩辞を選択し,クリックすることで新規タブ
として出力される（図5）.文探索における検索条件として,

文中に(1)喩辞（＊を含む）と被喩辞が含まれいている
か,(2)喩辞と表現したい特徴の最低1つ以上の係り受け関係
が成立しているかを文探索の検索可能な最低条件とした. 

　部分探索の場合,検索に必ず必要な語句としての被喩辞と
任意で表現したい特徴を入力するという形を取っている.入
力された要素は全て基本形に変換され,文探索同様に比喩表
現データベースの検索により代替案と例文を出力する.また,

表現したい特徴は最大で被喩辞の修飾語,比喩で表現されて
いる状態を示す語,状態を示す語の修飾語,副詞をそれぞれ
一つずつ入力されることを想定し,テキストエリアを4枠と
した.（例として,文探索同様の結果を得るためには被喩辞
「彼女の手」,表現したい特徴を「白い」「綺麗」を入力す
れば良い.） 
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図 2　入力画面（文探索） 

Figure 2　Input screen (Sentence Search).
 

　図3 　入力画面（部分探索） 

Figure 3　Input screen (Partial search). 

3.3. 出力結果
　支援システムを作成するにあたり ,文探索において 4パ
ターンの入力文を想定した.T=被喩辞,V=喩辞,X=表現した
い特徴とした場合 ,想定したパターンは ,「TはVのように
X」,「VのようにXなT」,「VのようなXであるT」,「Vのよ
うなTはX」である .今回はそれぞれを「彼女の手は白磁の
ように綺麗」 ,「太陽のように真っ赤な林檎」 ,「向日葵の
ような笑顔が明るい」,「宝石のような美しい瞳」とした場
合の結果を表1に示した.各入力文に対し,37語,15語,55語,83

語の喩辞の代替案が提案された .出力数に差異が生じたが ,

異なる文型の入力に対して提案結果を得ることができた.ま
た,Vを「＊」として入力した場合,文を倒置法に置き換えた
場合でも同様の提案を行うことが可能であった .また ,上記
の入力パターンを登場人物のセリフとして入力した際,表現
したい特徴を抽出できないことがあった.これはCaboChaで
の係り受け解析の正答率が89.29%[11]であり,話し言葉など
の文法に乱れのある文章に十分に対応出来ていない為に起っ
た問題である.

 

図4 　出力画面（代替案） 

Figure 4　Output screen (Alternative plans).

図5 　出力画面（例文） 

Figure 5　Output screen (Example sentences). 

4. 実験
　本章では,作成した支援システムの有用性を評価するため
に実施した評価実験と事後アンケートについて説明をする. 
　実験では,システムを利用する実際の環境を想定し,提示さ
れた画像から画像を表現する比喩とその特徴を含む文章を
作成する課題（比喩生成課題）を用いた. 

4.1. 予備実験
　評価実験にあたり実験で出題する画像と1問あたりにか
ける時間設定のため,予備実験を行なった. 

　被験者は大学生4名を対象とした.予備実験で使用する画
像を「ヒト」,「景色」,「植物」,「動物」の4種類のカテゴ
リーに分けた.各カテゴリーの画像を５枚ずつ,計２０枚を
準備した.予備実験で使用する画像はWeb上で公開されてい
る画像内から画像を無作為に抽出した.それらの画像を用い
比喩生成課題を被験者に行わせた.課題に対する回答時間を
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比喩を作成する際の容易さの指標とし,各カテゴリーで解凍
時間が最短・最長であった画像を本実験で使用することと
した. 

　予備実験の結果より各カテゴリーごとに,(1)「ヒト」の
場合は最短時間：「着物女性」と最長時間：「顔」 ,(2)

「景色」の場合は最短時間：「田舎風景」と最長時間：「日
本庭園」,(3)「植物」の場合は最短時間：「野菜」と最長
時間：「花」,(4)「動物」の場合は最短時間：「魚」と最
長時間：「猫」を評価実験で用いる画像として選出した.選
出された画像と回答時間を表2に示す.また,全画像の平均解
答時間が45.4秒であり,最長の解答時間が108.4秒だったこと
から本実験ではシステムの利用を考慮し,180秒を制限解答
時間とした. 

4.2. 方法
　被験者は大学生10名を対象とした.実験は予備実験で選出
した画像を使用し,全8問から成る.内4問を支援システムを利
用して比喩の特徴を含む文章の生成を行う.また支援システ
ム利用の際,被験者にはあくまで支援システムであり,比喩の
生成において提案システムが提案した結果をそのまま使う
必要がないことと教示した.さらに画像の提示順序はランダ
ムで行い,前半問題でシステムを利用する前半利用者群と後
半問題でシステムを利用する後半利用者群の2群に被験者を
分けた.また,周囲の環境に左右されないよう被験者と実験
実施者の2名のみが在室する部屋で実験を実施した. 
　実験実施後に,被験者に提案システムに関する事後アンケ
ートを質問形式と自由記述形式で実施した. 

　また客観的観点から支援システムを評価するために,実験 
 

で生成された文の第3者評価を実施した.予備実験者・評価
実験参加者とは異なる大学生5名（比喩に関する日本語研
究を実施）により評価を行った.画像を提示し,その画像内
の特徴を表現する比喩を含む文として(1)適切な表現である
か,(2)斬新であるか,(3)理解がしやすいかの3項目について5

段階リッカートスケールで評価した. 

4.3. 結果
　支援システム利用に関する事後アンケートの結果として,

各評価の平均を図6,表3に示す.各項平均評定値に対して,５
段階リッカートスケール（5“非常にそう思う”から1“全くそ
う思わない”）の「3“どちらでもない”」を基準とした1標本
のt検定をおこなった.

　全ての項目において評定評価値が3以上であった .特に ,

「比喩生成支援システムで生成された比喩の代替案は自ら
が思いつかなかったものが含まれている」「比喩生成支援
システムを使用することで効率的に文章を作成することが
できる」「文章を作成する上で比喩生成支援システムは有
用である.」においては5%水準で3（どちらでもない）より
有意により高い.また,支援システムが良い点として,「自分
のイメージを上手く言語化してもらえる」,「曖昧にしか思
いつかなかったが,支援システム利用により適切に自分が見
た具体的な景色を表現できる」,「自分の知らない単語があ
り,自身の語彙数を補填してくれている」,「きっかけをゼロ
から掴むより作成が容易」などが挙げられた.改善点として,

「データベース中の語彙が少ない」「提案される語彙が少
し硬い表現」という意見があった .改善点として ,「データ
ベース中の語彙が少ない」「提案される語彙が少し硬い表

!  

表1 「文探索」での提案結果 
Table 1　results for Sentence Search.

表現したい特徴
提案された結果(喩辞:提案数)入力文 キーワード 喩辞 被喩辞 修飾(被喩辞) 状態

彼女の手は白磁のように白く綺麗 ように 白磁 彼女の手 綺麗 雪:5,綿:2,象牙:1,etc.

太陽のように真っ赤な林檎 ように 太陽 林檎 真っ赤 血:4,火:2,兎の目:1,etc.

向日葵のような笑顔が明るい ような 向日葵 笑顔 明るい 真昼:2,春の芝生:1,etc.

宝石のような美しい瞳 ような 宝石 瞳 美しい 絵:4,花:3,海:2,etc.

表2 予備実験での解答結果 
Table 2　results of answers in preliminary experiments .

最短時間 最長時間
名称 時間[s] 名称 時間[s] 平均時間 [s]

ヒト 着物女性 17.1 顔 32.9 25.00
景色 田舎風景 34.4 日本庭園 58.9 46.65

植物 野菜 38.7 花 108.4 73.55

動物 魚 25.2 猫 62.9 44.05
平均回答時間[s] 28.9 65.8 47.31
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図6 　システム評価におけるアンケート結果
Figure 6　Questionnaire results on system evaluation.

図7 　生成文におけるアンケート結果
Figure 7　Questionnaire results on generated sentences.

現」という意見があった.

 生成文に関する評価アンケートでは,各画像ごとの評定平
均値をシステムの有無でt検定を行った(図7).その結果,「画

像が持つ適切な表現である」「画像が持つ特徴を表現する
理解しやすい比喩である」の2項目において支援システム利
用時では非利用時より平均値がわずかに上回った .しかし ,

有意差は見られなかった.

5. 考察
　本研究では,青空文庫コーパスを用いて作成した比喩表現
データベースに基づく比喩生成支援システムを構築した.さ
らに,提案システムの有用性を検証するため,提示された画像
から画像を表現する比喩とその特徴を含む文章の作成を行
う比喩生成課題を用いた評価実験を実施した.その結果,シ
ステム利用者に対する事後アンケートの結果から提案シス
テムの有用性が示された.しかし,システム利用による生成さ
れた比喩の質に対する影響は見られなかった.これは比喩表
現データベースに使用されている青空文庫内の書籍データ
が著作権の適用外のみ掲載されているため,比喩表現データ
ベースで使用したデータが現代の語句として適していなか
ったからだと考えている. 

　今後の展望として,事後アンケートで得られた「データベ
ース中の語彙が少ない」「提案された語彙が少し硬い表現
である」とあげられた意見に対し,比喩表現データベースの
データ量を増やし,より安定した出力の反映と,生成された
比喩を含む文の質を高めるための推薦機能を実装したいと
考えている. 
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表3 支援システムに関するアンケート調査 
Table 3　Questionnaire survey on support system.

アンケート項目 平均 p値
比喩生成支援システムで生成された比喩の代替案は自らが思いつかなかったものが含まれている (新規性) 4.3 0.00001**

比喩生成支援システムで生成された比喩の代替案は適切なものが多い (適切性) 3.3 0.33057

比喩生成支援システムで生成された比喩の代替案は創造的なものが含まれている (創造性) 3.7 0.05100

比喩生成支援システムを使用することで効率的に比喩を含む文を作成することができる (効率的文章) 4.1 0.0001**

比喩生成支援システムを使用することで創造的な文章が作成できる (創造的文章) 3.8 0.02477*

文章を作成する上で比喩生成支援システムは有用である (有用性) 4.1 0.00089**

今後, 文章を作成する際に比喩生成支援システムテムを使いたい (継続使用) 4.0 0.003533*

*p < .05; **p < .01
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